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日本のオサムシ相の形成 --一分子系統樹からの推定一ー一 (5)
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ねじればね 第94 号 (2001 年6 月)

上の分類は, 主として中根 (1960-1963) が基礎を作り, 石川 (1985, l988, l991) がミヤママイ

マイヵブリを亜種と認めて追加, その後, 井村・ 水沢 (l995) がオキマイマイカブリを加えたもの
である. 西川・ 奥村 (1970) は, fortuneiの中にvirldipen,usと"lontanus (=babaianus)を含め, 計5亜
種 (blaptoides, oxuroides, fortunei, capite, rugipennis) とし, 前3亜種の中に, 多くの地方型' 山
地型を認めた (この文献は見てぃなぃので, 詳細は不明. 中根, 1977からの孫引き).  このほか, 台

図1 (A) 形態からの分布域 (石川 ( l991 ) を改変. (B)  ミトコンドリアDNAの分子系統に基づく分布図. 産地番号は図2A
の系統樹の番号に対応 (suet al., 1998より ). (C) 近畿地方における分布図.
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湾からsubsp hanae が記載されているが, 偶産の可能性が高い. こう して見てみると, マイマイカプ
リの分類もよく分かっているようでも, 案外混沌としている部分もあり, 分子系統の結果がどう出
るか, みものである
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図2B Aを模式化したもの. 三角形の中は系統種, 構外は形態種 (Sueta1.,l998より1・

分布域形成に関する諸説
阪口 (1g77) によると, 幾つかの説があり,  クビナガオサムシまたはカブリモドキの古い祖先か
らの枝分かれという説と, 両者から北と南の2以上の道を通ってやってきたとの2元説を称える人も
いる. 玉貫 (l972) は言う. “オオルリオサやカラフトクビナガオサなどのAcoptolabrusは, 北海道
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のエゾカブリや佐渡のサドカブリなどに一番似てぃる. また, 南方のマイマイカプリは台湾のタイ
ワンカブリモドキや対馬のツシマカブリモドキなどのCoptolabrusに非常に似てぃる. このような事
実をふまえて考えれば,  日本のマイマイカプリは必ずしも根本は一つでなく, 北方と南方との二つ
の経路を経て北方のものはAcoptolabrus ->Damaster , 南方のものはCoptolabrus ->Damasterといつ
た具合で, その種が形成されたのではないかとも思われる”. 玉貫は第四紀 ( 氷期, 200万年以降)
の日本と大陸との繁がりを重視しており, マイマイカプリの日本列島への侵入をこの時期と考えて
いたようである.
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図3 (A) 本州北部のマイマイカプリの分子系統樹と (B) 産地. 産地番号は (A) の産地の後の番号に対応

構外は形態による分類 (KIMetal., l999 より ).

一方, 石川 (1988, 1991) は “日本のオサムシがすべてアジア大陸起源であるとするならば, 大
陸のオサムシが日本へ渡ってくる機会は過去に海面の低下がおこって地続きになったとき (著者註,
200万年前以降の氷期) をのぞぃてほかになぃ”  とし, マイマイカプリの祖先型の日本への侵入はお
よそ20万年前の氷期かそれ以前と推定する. その根拠は, 先ず, 北海道のエゾマイマイカブリは
祖先的” 形質を最も多くそなえているので, マイマイカプリの祖先型に一番近く, 西日本のものは
派生的”  であるとみなす. 次に, 派生的 (子孫的) なマイマイカプリの西日本の島 への侵入は最

終氷期 (2万年前) であると考える.  したがって, 祖先型が北海道へ侵入したのはそれ以前の氷期で
なければならない,  ということなる. マイマイカプリはカブリモドキ由来という石川の考えに従え
ば, カブリモドキの分布域からみて, マイマイカプリの祖先型は, 約20万年前朝鮮半島付近から北
上し, 北海道などの北日本にすみつき, それが南下により分布を拡げ九州まで到達した,  という結
論になる.
上の2人の意見とは, 全く違う角度から中根 (l993) は, 海面の低下による大陸との陸続きょり,
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さらに古い時代 (著者註, l500万年以前) には,  日本は大陸の外縁であったのだし,  日本列島の外
帯に祖先がすみつくには, 海退による陸続きだけでは都合が悪いと考える.  したがって, Damaster
が北の方から, 南へ向けて日本列島を縦断したと考えるよりも西側から全面的に侵入したものが,
やがて分断されて分化し再度つながりを持ったと考えるほうがよさそうである, と中根は言う.
何れにせよ, 各人各論で, 客観的データに乏しく, 結論には到達してぃなぃように思われる.  さ
て, それでは分子系統ではどうなるか. その答えの一部は, シリーズ (1) に書いたが, この文の後
半でもう少し詳しく述べてみたい.

ミ トコンドリアDNAによる分子系統からみたマイマイカプリの分布と分類
図2Aは, 日本各地のマイマイカプリ78個体の分子系統樹である. 大きく束 (E)と西 (w) の2系
統に分かれ, さらに東の系統は3 亜系統に, 西の系統は5亜系統に分割される. その系統樹を図2A
に, 分布図を図IBに示す. 先ず東から説明する. 第1の亜系統 (HKD) には, エゾマイマイカブリ
(北海道) とキタ (マイマイ) カブリの一部 (青森のもの) が入る. また最近, ロシア領千島のBrat
Chirpoyev島からも, エゾマイマイが発見されたが, 北海道南岸 (函館, 様似, 大樹, 根室) のもの

と殆ど差がなく, HKD亜系統に入ることが分かった (Suetal.,2000). 第2の亜系統 (NTK) には, 北
端部を除く束北北部のいわゆるキタカブリが入る. それでは, HKDとNTKの境界はどこにあるのか.
これを調べるため,  さらに多くのサンプルを分析したところ, 境界線は西は秋田県米代川から, 束
は青森県南部の馬淵川から始まり, ほぼ2つの川を境界に, 北にはHKD, 南にはNTKが分布してい
ることが分かった (図3 A, B ; M et al.,1999). この結果は, 従来の分類学的な取り扱いと異なるが,
NAKANE (1960) は

“The difference between subsp rugipennis from Hokkaido and vi rldipennis from Aomori
or Iwate isnotsoremarkable” と述べ, 山崎・ 草刈・ 吉越 ( l989) も “ruglpemts とviridipennis (特に
青森産) は体型的に似ており” と書いている. このことは分子系統の結果と矛盾しない. 第3 亜系
統 (STK) には, 佐渡・ 粟島を含む束北南部のマイマイカプリ (アオ, コアオ, サド, キタの一部)
が入る. アオとサドは, 本土のコアオと別亜種に分類されているが, 分子系統樹の上では, アオ,
サドともに, コアオの中に埋没し, 区別出来ない. ここまでが束 (E) 系統の内訳である.
西の系統の第1亜系統KT0には, 分布図に示したように関束地方に分布圈をもち, コアオ (一部)
ミヤマ (一部) とヒメ(一部) が混在するが, コアオとミヤマは主として関束西北部, ヒメは関束束
南部に多い.  しかし, これらはKT0亜系統として良く纏まっている. KT0と束系統のsTKの境界は,
いわき市付近から猪苗代湖一山形県川西市と福島県喜多方市の間一新潟県村上市と新発田市の間へ

抜けている. 形態からみたコアオとヒメの境界線よりかなり北にあることに注意されたい. (核DNA
の分析結果もミトコンドリアDNAの結論を支持する). 第2 亜系統CBUには中部地方ヒメ ,  ミヤ
マ (一部), ホンマイマイ (一部) が入り, KT0との境界はほぼ糸魚川一静岡構造線に一致する. 第
3亞系統KIIには, 紀伊半島のホンマイマイだけが入る. 第4亜系統WJNには九州を除く近幾以西 ( 中
国・ 四国) のホンマイマイと隠岐のオキマイマイが入る. CBU, Kn, wJNの分布境界はやや複雑で
ある (図 IC) . KIIとWJNは淀川一琵琶湖ラインで境され, 淀川束岸のものはKII, 西岸のものは
WJNに属する. また, 琵琶湖西岸 (京都市, 志賀町, 新朝日町, マキノ町 (琵琶湖北端の西側) の

ものはすべてWJN, 湖南端 (大津) のものはKn, 湖束側の愛知川町, 長浜町, さらに福井のものは

CBUに属する. 滋賀県には実に3亜系統のマイマイカプリがいることになる. 第5亜系統KYUは,
屋久島, 五島を含む九州全土のホンマイマイからなる.
上に述べた系統樹と分布から, 分類をどうするかという問題が必然的に起こってくる.  もともと
分子時計からのDNA系統樹は現存する生物の辿った道を推定するもので, 種や属などのタクサを設
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定するためのものではない.  しかし, 現行の形態からの分類は,  リ ンネ以来の伝統かも しれないが
厳密にいえば主観的, 便宜的である. 生物学的種を “同一遺伝子プールを共有する集団” と定義し
てみても, 現実には個々のケースで何代にもわたっての交配を自然に近い条件で実行し, それを証
明することは, 特殊な場合を除き不可能であるから, いわゆる形態種や形態属を便宜的に認めざる
をえないのが現状であろう.  しかし, 分子系統の手法が広まるにつれ, 従来の分類と合わない例が
次々 と報告されるようになり, その結果“系統種”や“系統属”を認めてはどうか, という意見も
見られるようになった. 要するに外観が極く似てぃても, 系統が違えば別種, 別属にしてもぃいの
ではなぃか,  という主張である. 確かに一理あり, より客観的である.  しかし, これとても,  どれ
だけDNAで差があれば別系統種または別系統属
にするか,  という基準があるわけでなく , 便宜的
な側面をもっことも事実であるが, 以下, このラ

インでマイマイカプリを処理してみよう .
諸先達がマイマイカプリをすべて l種とみなし,
その下に多くの亜種を設けた理由は, (l ) 北海道
のェゾと九州のマイマイの間では, 交配は行われ

ないが, 近接域のものの間では子孫が出来ること,
(2 ) 形態, 特に雄前付節の絨毛の有無が移行型で
連続すること, (3) 雄交尾器に形態的差異がない
こと, などが挙げられる. 飼育で子孫が出来る出
来ないは, 同種であるかないかの決定的な証拠と
はならない. 子孫ができても, 何代もすれば, 雑
種崩壊で消滅するかもしれない. また, 近緑の2
種が隣接して分布している場合に交雑帯を形成す
ることは間々ある.  もっといえば, オオルリオサ

とェゾマイマイの間にでも雑種ができるのである.
むしろ, エゾとキュウシュウの間で交配が出来な
いことの方が重要である.  これに関して, 白水図4 1500万年前頃の日本列島(斜線は陸地) の上に各系統種
(1g8l) が面白い議論をしている. “今, 突然に本 の祖先型を重ね合わせた図 ( Q ,1965より )・

州が海中に沈没したと仮定してみよう. その場合, 北海道のェゾマイマイカブリと九州・ 四国のマ
イマイカプリを残して, この両者をつなぐ本州の集団はすべて全滅する. 残ったェゾマイマイカブ
リと (九州の) マイマイカプリは生殖不能の状態に達しているので, 日本のマイマイカプリ属は当
然2種に分類されることになる”. 形態的特徴が一見連続するのは, 2つの別種の隣接域に交雑帯があ
れば, 中間的なものも出るだろうし, 交雑帯がなくても, 環境の連続的変化により, 別種間でも一
見変化が連続的になることもありうる. 形態変化が連続的だからといつて二つの集団が同種だとい
うことには必ずしもならない. 雄交尾器の形態は, 多くの場合, 形態分類の決め手として有用であ
る.  しかし, グループによっては, 交尾器の形態にあまり変化がなく, 種の特徴として使えない.
マイマイカプリの属するヨロイオサムシ群がその一つで, エゾマイマイとオオルリオサの間でさえ
殆ど差がない. マイマイカプリを l種とする確固たる根拠は何もなぃといつたら言い過ぎだろうか.
次に, DNAから見た2系統または8亜系統を亜種とするか, 種とするかであるが, 8亜系統の分岐
が古く, 且つほぼ同時分岐であり,  しかも分布境界がはっきりしているので, 私たちは系統種とし
て取り扱いたい (表 l) . 勿論これとても便宜的で, 本当に生物学的種を現しているのかは, 将来の
研究を待つよりないが, 一つの考え方として敢えて紹介する. それでは, サドマイマイカブリのよ

うに, 系統的にはコアオと区別出来ないのに, 形態的に明らかに違うものをどうするかということ
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になる. サドは本土のコアオの集団から, 島に隔離され小集団を形成したことにより, 形態変化が
急速に進んだ結果と推定される. このような場合, 亜種というタクサは種に昇格される可能性があ
るため, 生物学的な意味付けから時には逸脱して使われる傾向が感じられるので, 命名規約から外
されている型 (morpha, natioなど) を使つたほうがぃいと思つてぃる.

系統種HKD
北海道のエゾマイマイは束北北
部のキタカブリ起源と考えられる

が(後述) , 命名規約上はrugipe,mis
を使用せざるをえなぃ. HKDの中
で, 強いてェゾとキタを分けたい
時は, 前者をrugipennis ruglpennis
エゾマイマイカブリ , 後者はrugi-
pen,us viridipennis キタ (マイマ
イ ) カブリということになるが,
厳密に系統種をとるなら, viridi-
pennis は消える.
系統種N T N
NTKのキタカブリとされるも
のは, 明らかにHKDのキタカブリ

表1 ミ トンドリアND5遺伝子によるマイマイカプリの系続分類と分布
東日本系続種群 (E)
1. 工ソ'マイマイカプリ Damaster rugipennis (HKD) 北海適, 本州北端部

2. ニセキタマイマイカプリ * Dama‘ter sp. (NTK)  東北北部
3. アオマイマイカプリ Damaster fortunei (STK)  東北南部(粟島を含む)

(形態亜種 サドマイマイカブリ D f capite 佐渡)

西日本系続種群 (W)
4 . ヒメマイマイカプリ Damasler ox‘oides (KT0) 関東地方
5. チュウプマイマイカプリ Damaster paraoxuodes (CBU) 中部地方
6. キイマイマイカブリ Damaster sp. (Kit) 紀伊半島
7. =シマイマイカブリ Damasler lewisii (WJN) 中国地方 (隠岐を含む), 四国

8. キュウシュウマイマイカプリ Damaster blap1oides (KYU) 九州 (五島, 屋久

島を含む)
種名の次のカッコ内は系統, 亜系統の記号.  *和名にキタマイマイカプリを使
いたいところだが, rugipe,msと同種としたvandpennis を形態亜種として認め
る場合はその和名がキタ (マイマイ) カブリとなるのでニセキタとした. サドマ
イマイカプリ以外の形態亜種は省略. 本文参照.

と別系統である. viridipennis のタイプ・ ロカリティー はAwomoriで, 津軽半島と青森のものという・
これらは, HKDに属すので, NTKのものは名無しとなる. 学名を提唱する気はないが, 和名はニセ
キタマイマイカブリとしたい.
系統種STK
従来コアオマイマイの分布域とされていた内の約50% はヒメマイマイ (次の系統種KT0) の分布
域で, ,残り50% だけがsTK系統のコアオの領分ということになる. 粟島のアオマイマイ, 佐渡のサ
ドマイマイはsTK系統に入る. 系統種を認めるなら, STKにはfortunei を用いるべきである・ アオマ
ィマイは形態的にもコアオマイマイと大きな差があるわけでないので, 同種でもいい.  しいて区別
するならfortunei babaianus  とすべきだが, それ程のことはあるまい. 認めない場合は, fortunei
babajanus は消えることになる. なお, 上に述べたように佐渡のものは, fortunei capiteとしてもよ
かろう . なお, 西川 - 奥村 ( l970) が, montanus (=babaianus )をfortunei の型 (natio)として扱って
いるのは, 注目に値する.
系統種KT0
主として関束のヒメマイマイカブリが入るが, コアオとされていた北関束のものや,  ミヤママイ
マイの多くも含まれる. 中部地方のヒメマイマイは次のCBUに属し, 全くの別系統である. 従来,
コアオとヒメの一次交雑帯とされたミヤマの分布域は, KT0のヒメマイマイの分布域のほぼ中央に
来てしまうので,  ミヤマは雑種ではなく,  ヒメの山地型であろう. また, この地域のコアオもヒメ
の一型と推定される. KT0には, oxuroidesヒメマイマイカブリを当てるのが妥当であろう・
系統種CBU
従来,  ヒメマイマイとぃわれてぃたものを主体とするが,  ミヤマ, ホンマイマイとされたものの
一部を含む. これらは, 単なる型として処理したい. CBUには, 名古屋付近産でヒメの亜種として
記載されたparaoxuroidesが適用される. 和名は, チュウブマイマイカブリを提唱する.
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系統種 Kit
ホンマイマイとされていたものの一部である. 学名は未命名. 和名はキイマイマイカブリとした
い. キイマイマイは,  ヒメとホンの雑種ではなぃかとぃわれそうだが,  ミトコンドリアの系統樹で
は, キイ, チュウブ (従来のヒメ), ニシ (次の系統種wJN, 従来のホン) の分岐は古く, 且つほぼ
同時分岐である.  もし, 雑種由来とすれば, キイの枝はチュウブまたはニシの枝の途中から出てぃ
なければならなぃので, 雑種由来説は成立しない.
系統種WJN
中国地方 (隠岐を含む) , 四国のものがこれに属する. 学名は1ewisii , 和名はニシマイマイガブリ
を当てたい. 系統樹ではニシマイマイは, 次のKYU に多少とも近いようだが, 確実ではない.
系統種KYU
一般に大型のものが多い. 九州全土 (屋久島, 五島を含む). blaptoidesのtypeは多分九州産なの
で, KYUにはblaptoidesをあて, 和名はキュウシュウマイマイカブリとしたい.

ミ トコンドリアDNAからみたマイマイカプリの分布域形成のシナリオ
マイマイカプリの分化の開始が, 日本列島形成の始まりの時期 l500万年前という推定はすでに述
べた. 日本列島は大陸周辺部が観音開きに割れて, 束北と西南の2本となり, 押し出されて多島化し
たのが l500万年前である. 多島化は束北日本で著しかった. 図4はこの時代の多島化の一つのモ デ
ルである.  陸地の位置は現在の列島の位置に合わせてあるが, 実際にはもっと北にあり, 逆“く ”
の字型に折れ曲がっていた. マイマイカプリの2 系統, Eと Wは, 日本が2本に分かれた時に大陸
の祖先型がそれぞれに乗つてぃて, 分離・ 隔離されたことによって形成されたと推定する. 次いで
起きた多島化により, それぞれの島に隔離されたものが現在の2系統と考える. これらの島は, 次い
で起こる列島の隆起の時期まで, 水没せず, 島として残つてぃた領域でなければならない. 図4はそ
の候補を挙げたものである. 900万年前あたりから列島の隆起が始まり, 後に一部海進もみられるよ
うになる. マイマイカプリの各種は, 陸地化が進む過程でこれらの地域から分布を拡げたが, 山,
海, 川その他の障壁によってそれ以上の分布が遮られた. これらの障壁がない場合でも, 長年の隔
離の結果, 完全または不完全な生殖的不和合が進み, 種の接触域で境界の出来た場合もあったろう.
このような場合には, 境界で交雑帯が出来るが, マイマイカプリではまだ検出していない (細かく
みればあるのかもしれない) . このようにして現在の分布域が形成されたと考えられる. マイマイカ
プリのような飛べない甲虫では, その分布域が拡大すればするほど集団としての不均一性が增す.
集団の両端同志では交配の機会が失われていくからである. 交配可能な場合でもその中での行動範
囲に制限があるから, 均一な集団とならない場合が多い. このような分布の拡大につれて, 不完全
な隔離から完全な隔離へと進み, 多型の度合いが增す. 系統樹でみる種内での産地間の分散は, こ
のような事情によるところが多いと思われる. 図2Bにあるように, マイマイカプリの各種の分散開
始は900-600万年前 (平均800万年前) に始まっており, 隆起開始の時期とほぼ一致している.  しか
し, この説にも難点がなぃわけではなぃ. 図4のキタの地域は, 別の古地図では海になっていること
推定古地図ではチュウブマイマイの分布域が西に拡がりすぎていること, ニシマイマイとキュウシ
ュウマイマイの分布域の古地図では九州と中国地方の間に大きな水域があるものの, 画然とは分か
れてぃなぃことなどがあげられる. ただ, 古地図は研究者によって必ずしも一致してぃるわけでは
なぃので, 決定的な反証とはならない. なお, エゾマイマイとキタマイマイの関係は, 系統樹から
推察すると, 古く青森県の西側に孤立していた集団が, 陸地の隆起とともに分布を拡げ, 津軽海l峡
を経由して北海道に進出し, 現在のエゾマイマイとなったと考えられる. エゾマイマイの一部は,
北海道南岸を束に急速に分布を拡げ, かなり近い過去の陸橋つたいに千島列島を東進し, Brat Chir-
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poyev島にまで達したと思われる. 新天地での分布の拡大は意外に早いものである. ヒメマイマイに
ついては, 図5で示したように, 候補の古島は2 つあり, どちらとも決定できない. 関束平野は5-
6千年前までに何度も海域化しているし, 伊豆と関束の山地の一部は歴史的に新しいので, これらの
地域のヒメマイマイは, 比較的新しく侵入したものと推定される.
多少の難点はあるにせよ,  ミトコンドリアDNAから推定した分布図は日本列島形成史の初期にそ
の原点があると思われる. このシナリオは, この文の初めに紹介した中根 (1993) の推定そのもの
といつても言い過ぎではないほどよく一致しており, 今更ながらその並々 ならぬ洞察力に敬意を表
したい.
この文を書くにあたり, 共同研究者の冨永修氏から色々 教えてぃただぃた. 感謝の意を表する・
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(おおさわ しょうぞう  ・ Zhi-HuiSU)

三重県産コメ ツキムシの記録 (7)  乙部 宏氏の蒐集資料について
岸井 尚

〒569-1044 高観市上土室 l -10, 6-410

今回報告するのは三重県津市の乙部 宏氏が蒐集されたものであるが, 三重県下のもの以外の他府
県産も多く含まれており, これらの中には記録に残す必要性のあるものも少なくないので, 三重県
下採集資料はその全てのデータを, 他府県産のものは報告価値の大きい種について末尾に記録する-
採集者名の無いものは全て乙部 宏氏の採集資料で, 毎年のように貴重な資料を快く研究資料として
提供していただく乙部氏には改めて深く謝意を表す.

Limonius ex:imius LEWIS, 1894 ムラサキヒメカネコメツキ
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三重郡菰野町田光, 1 早,5.VI. l999.
前報でも述べたように, 本種の属名は最近の知見によって記載時のものに復した.

Corymbitodes gratus (LEWIS,1894) ドゥガネヒラタコメツキ
多気郡宮川村大台林道狸峠, l (i'',25-26.IV.1998.

Corymbitodes nikkoensis (JAKoBsoN, l913) べニホソヒラタコメツキ (写真1)
多気郡宮川村大台林道狸 ,1 (i'、,25-26.IV. l998.
本種と次種は互いに極めてよく似ており, 一時期同種と見なされていたこともある.  しかし,
別種であることは明らかで, 分かり易い区別点は前胸背後角端の形状が細く鈍端であるのが本種
で, 後角端は明らかに切断状のものが後者である. 次種が特に大きいこともなく上翅の色彩も殆
ど同じである. 三重県での記録が見あたらず, これが初めてと思われる.

Corymbitodes rubripennis (LEWIS, l894) オオベニホソヒラタコメツキ
多気郡宮川村大台林道狸峠,1 ,26.IV.l998, 中西元男 leg.
前種と全く同じデータで採集されており, 性差を疑うことになりそうであるが, 前種で述べた
ことには性差は認められない. 三重県からは記録があるが, 前種と共に少ない種である.

Acto,ucerus pruinosus MoTscHULsKY,1861 シモフリコメツキ
飯南郡飯高町高見山, 1 ,2♀♀,15.v.1999; 多気郡宮川村大台林道狸峠,1 , 26.IV.l 998,中西元男

leg.
A cto川'ce rus a e r o s u s a e r o s Ms

(LEWIS,1879) へリアカシモ
フリ コメ ツキ

飯南郡飯高町高見山, 3
(i'、, 1 早, l5.V.1999; 多気郡
宮川村大台林道狸峠, 1 ,i'',
25-26. I V. l 998.

Acto,uceromorphus tengu (MI-
wA, l934) テングフ トヒラ

タコメツキ (写真2)
多気郡宮川村大台林道狸
峠,1 (i'、,25-26.IV.1998.
前報で本種の長野県産雌

の写真を掲載したが, 今回
の雄の形態が一般的である

1 2 3 3

写真l_5:1, べニホソヒラタコメツキ( f ,8.5mm); 2, テングフトヒラタコメツキ((i'、,10.8
mm);3, ホウオウホソアカコメツキ( f ,8.4mm);4, ケプカコクロコメツキ( (1'、,8.7mm, 護庫
域山); 5, オキナワカンシャクシコメツキ( ?、14.5mm)

Acto,uceromorphus c111amydatus (LEWIS, l894) べニバネフ トヒラタコメツキ
多気郡宮川村大台林道狸峠,1 (i'、,26.IV.1998, 中西元男leg.

Ampedus (Ampedus)optabilis optabilis (LEWIS,1894) オオアカコメツキ
多気郡宮川村大台林道狸峠,1 早,25-26.IV.1998.

Ampedus (Ampedus)Japonictis Japonicus SILFVERBERG,1977 アカアシクロコメツキ
多気郡宮川村大台林道狸 , l 早,25.IV.1998.

Ampedus (Ampedus) vestitus vestitus (LEWIS,1894) ケブカクロコメツキ
飯南郡飯高町高見山, l , l5.V.1999.

Ampedus (Ampedus) tenuistriatus (LEWIS,1894) ホソクロコメツキ
飯南郡飯高町高見山,5 (i'', 2 早早, 15.V. l999.
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Vui11etus crebrepunctatus (NAKANE, 1959) オオミ ドリヒメコメツキ
多気郡宮川村大台林道狸 , 1 , 25-26. I V. l 998.

Dolerosomus gracilis (CANt)ilzE,1878) キバネホソコメツキ
飯南郡飯高町宮ノ谷, 3 , 2早早, l5.V.1999; 多気郡宮川村大台林道狸峠, 1 (i'', 25-26.Iv. l998; 2

,1 ,26.IV.1998, 中西元男 leg.
Silesis musculus musculus CANDtizE, l878 クチブトコメツキ

多気郡宮川村大台林道狸峠, l 早, l .vm.1998.
Cardiophorus pinguis LEWIS,1894 クロハナコメツキ
飯南郡飯高町高見山. 1 ♀. 15.v.1999.

他府県産で特に興味ある若干種について

Co,ymbitodes rubripe,tms (LEWIS,1894) オオべ=ホソヒラタコメツキ
岐阜県大野郡白川村天生峠, 1 , 22. V.1999.

岐阜県からの記録は既にあるが, 少ない種である.
Actenicerus ya,nashiro KIsHn, l998 コガタシモフリコメツキ
岐阜県大野郡白川村天生峠,1 (i'、,22.V.l999;岡山県苫田郡上斎原村人形山, l (i'',6.vI.1999.
京都以外では少ない種で, 岐阜県からは前報で記録したが, 岡山県からはこれが初めてとなる.

Actenicerus suzukii suzukii (MrwA,1928) スズキシモフリコメツキ
滋賀県蒲生郡日野町綿向山(1110M),1 , 17. I v .1999.

昭和初年代に, 京都の花園周辺で昆虫蒐集で活躍された鈴木氏の採られたこの変わった色彩の
シモフリコメツキは, 三輪勇四郎博士により表記の名称が付けられ, その後, 岐阜・ 愛知・ 三
重・ 滋賀・ 京都などから点々 と記録されており, 現在では束京から九州までの12都府県での分布
が知られているが, 何れの地域でも採集個体数は少ない. ただ京都の嵯峨野北域で多数の発生が
見られたこともあり, 局所的ではあるが発生期に遭遇すれば多くの個体を見ることになると思わ
れる. 滋賀県からは筆者 (1964) が石山寺付近で採集された 2 (i'' を記録したのが最初であるが,
その後の記録はない.

Ampedus (Ampedus) houwau KIsHn, l990ホウオゥホソアカコメツキ (写真3)
山梨県南都留郡鳴沢村富士林道, 1 ♀,23.v.1999.
韮崎市の風凰山で発見された細身のアカコメツキで, 新潟・ 埼玉・ 山梨の高地に分布するが少
ない. 今回の採地は初めての分布地域である. 近緑の類似種が多いが, 何れも両性の生殖器構造
の違いで区別は困難でない.  しかし, 一般外形や色彩では同定は難しい.

Ampedus (Ampedus ) aureovestitus aureovestitus KIsHn, 1966 ケブカコクロコメツキ (写真4)
山梨県南都留郡鳴沢村富士林道,1 (i'、,23.V.l999;岐阜県吉城郡河合村天生峠,3 (i'、 (i'、,22.v.1999; 大野
郡白川村天生峠,3 (i'、,3 早早, 22.V.l999; 吉城郡宮川村池ヶ原,1 早,20.vI.1999;和歌山県日高郡龍神
村護摩壊山(l370m),1 cl'、,9.V.1999.
最近までA. (A. ) tenMstriatus ホソクロコメツキの地域的変異と見ていたが, 検討の結果, 独立
の別種であることが分かったものである. 従来, その名で報告されたことも多いと思うので, 分
布地の詳細についてはこれから判明する点が多いものと思う . 今回の産地の内, 山梨と和歌山は
初記録となる.

Ampedus (Ampedus) tamba KIsHn, l976 タンバコクロコメツキ
愛媛県宇摩郡新宮村橡尾山,2 (i'、 ,27.m.1999.
四国産のコクロコメツキ類は十分解明されたようには思えないが, 今回の資料は生殖器構造で
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上記種に間違いない. LEWIS(1894) が九州の湯山から記載したpar、,utus コナガクロコメツキは後
にslLFvERBERG(l977)によりnanMs に改名され, 四国産の種もこれと見なされていたが, この種の
四国分布は疑問である. 本種tamba は既に高知県の資料で確認しているが, 今回の愛媛県の分布
は初めてになる.

Melanott,ts satoi okinawensis OHIRA,1982 オキナワカンシャクシコメツキ (写真5)
沖縄県南大東島新島,2 , 26.IV.1999.
南大東島からは既に記録があるが, 本亜種の原産地である沖縄本島の個体群とはやや異なる点
もある. 資料数が少ないので上記亜種と見なしたものである. なお, この亜種は現在, 奄美大
島・ 徳之島・ 沖永良部島・ 久米島からも知られているが, 久米島の個体群は確かに沖縄本島のも
のに一致するようである.  しかし, その他の島の個体群はそれぞれ僅かではあるが特有の差異点
を持ち, それぞれ別亜種群と見なしても良いようである. ( きしいたかし)

京都府経ケ岬におけるダイセンナガゴミ ムシの採集記録
大平廣士

〒533-cOl l 大販市東淀川区大桐2-18-31

斎藤琢已

〒661-0045 兵庫県尼崎市武 豊町3-2-25-913

北山健司
〒573-0066 大阪府枚方市伊加資西町2-6-410

ダイセンナガゴミムシ Pterostichus fuJimtml HABU は, 鳥取県大山で得られた標本をもとに l958
年に記載された, 頭部が大きい特徴的なナガゴミムシである. 本種は, 模式産地である鳥取県大山
のほか, 岡山県蒜山, 福井県今庄町などの記録があるが, その生息地は概ね内陸部であり, 沿岸部
での記録は少ないものと思われる. 筆者らは, 京都府丹後町経ヶ岬の海岸において本種を採集してい
るので報告しておく .

4(i'、 f , 8早早, 2.x.1999, 京都府丹後町経ヶ岬 (標高1 ~2m), 大平廣士, 斎藤
已. 北山健司採集.

採集場所は, 経ヶ岬西側のレストハウス直下の海岸で, 浸出水によって崖が
風化し, その堆積物で形成されたテラスより得た. 崖のすぐ前は日本海で,
採集したテラスは波打ち際から5m, 標高1 ~2m程度であった.
なお, 末筆ながら, 本稿をまとめるにあたり同定, 文献等で和歌山県白浜
町在住の田中昭太郎氏に多大なご協力をぃただぃた. 厚くお礼申しあげる.

文献
笠原須1態生・ 商藤部 i、, 福并虫報, 10 : 9- l9.
HABU, A. l958. Kontyu, Tokyo, 26 : 68 -75.

山地治・ 笠原須應生・ 福田元信, すずむし, l33 : 1-6.
(おおひら  ひろし・ さいとう
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大阪市南港野鳥園からのムツモンコ ミ ズギワゴミムシの記録
河上康子

〒569-0826 高観市寿町2 丁目30-9

ムツモンコミズギワゴミムシParatachys ptagiatus shimosae (TANAKA) は, 体長2.8mm 内外, 河口
ゃ海浜の潮間帯に特異的に生息してぃる (上野ほか, 1985 ; 森田, 1993). 近年の西日本からの記録
は, 岡山県岡山市 (山地, 2000), 山口県字部市 (田中, l995), 佐賀県西部 (西田, l998) などが
公表されている.
筆者は, 2000年7月2日, 故・ 北山昭氏のご厚意を頂き, 大阪市住之江区・ 南港野鳥園の干潟を調
査する機会を得, その記録の一部として本種を確認したので, ここに報告する. 採集者は河上, 同
定者は伊藤 昇氏, 資料は所蔵特記のあるものを除き, 大阪市立自然史博物館に収蔵されている.
南港野鳥園は, 大阪湾を埋め立てた後の一部を泥干潟として保ち, 波の影響を受けない小規模な
池を形成しており, 水辺にはョシ類が茂つてぃる. 本種は, 水際に近いヨシ類の根際の転石下や枯
草下から見出された. 当地はペントス類が豊富で, 大阪湾でも有数のシギ・ チドリ類の渡来地であ
り, 日本野鳥の会・ 南港グループの有志により, 定期的に干潟のアオサ類排除とペントス相調査が
行われている. 甲虫相調査は今回初めて行われ, 西日本でも記録の稀な本種の生息が大阪湾湾奥で
確認された意義は大きい. 調査の便宜を頂き, 同行頂いた故・ 北山 昭氏に, 衷心より感謝を捧げる

と共に, 今後も引き続き南港野鳥園での, 継続的な甲虫相の記録の集積に努めたい.
稿を草するにあたり, 同定の労とご教示を頂いた伊藤 昇氏, 調査への便宜を頂いた南港グループ
事務局長・ 高田博氏, 文献入手にご援助頂いた藤本博文氏, 標本写真を撮影頂いた大阪市立自然史
博物館 ・ 松本吏樹郎氏に深謝申しあげる

<採集データ >
ムツモンコミズギワゴミムシ Paratachys plagiatus shimosae (TANA-
KA)
大阪府大阪市住之江区・ 南港野鳥園
(1lexs., 2.VII 2000; 2 ,1 早, ditto, det伊藤et coll;2exs.,ditto, 南港野鳥
園coll )
< 文献>
l-野俊一他1985.原色目本甲虫図鑑(II) 90 pl. 17
田中馨1995.北九州の昆虫42 (2): l27-129
西田光 l998.佐資の.11虫No32:71-78
森田誠司1993.昆虫と自然28 ( l l ):17-22
山地治2000.すずむしNo.135:7-10

ムツモンコミズギワゴミムシ

(かわかみやすこ)

虫屋の広場(35)
[著者による新刊紹介]
◎曽田貞滋(2000), 「オサムシの春夏秋冬一 生活史の進化と種多様性」 京都大学学術出版会, 268pp.
オサムシの系統進化や生物地理を扱った本といえば, 石川良輔氏の 「オサムシを分ける錠と鍵」

(lgg1) があります. この本は徹底した分布調査と形態解析に基づいて, オサムシ, とくに日本のオ
サムシの自然史的探求を詳述したものです. 1991年といえば, 私は, オサムシの研究で学位を取得
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した後, 九州で蚊の研究をしていました.
もう本業でオサムシを研究することはないかも知れないと思つてぃた頃です.  しかしそれから問
もなく松本へ転勤して, 信州の山でオサムシ研究に復帰しました. 種間交雑について調べたり, ま
た生命誌研究館の研究に刺激され, 分子系統の研究も始めました.
「錠と鍵」 からほぼ10年後の昨年, これまでのオサムシ研究を紹介する l 冊の本を京都大学学術出

版会から出しました. これは, 生態学ライブラリーの l冊として執筆を依頼されたものですが, 生態
学にとどまらず, 系統進化を含めて私が興味を持つたことをできるかぎり書き綴りました. この本
の前半では野外調査や飼育実験をもとに, オサムシ亜族の生活史の多様性と適応的な側面について
考察しています. さらに世界のオサムシ族の生活史についての知見をまとめると同時に, 核遺伝子
による系統解析の結果もふまえて, 生活史の分化がどのように起こってきたのかを考察しています.
後半では, 著しい分化を起こしたオオオサムシ亜属を例にして, オサムシの種分化について考察し
ています. そこでは, 最近話題になっている分子系統学を用いた解析について, 私自身の研究を紹
介しながら, 交尾器や体サイズの多様性にみられる集団間の急速な分化と, 繰り返される種間交雑
による遺伝子浸透という興味深い実態について言及しています. オサムシの分子系統については,
本誌上でも詳しく紹介されているように大澤・ 蘇氏らによる膨大な研究がありますが, この本で私
が自身の研究について述べた内容は, 多くの点でまったく異なる新しいものです. 詳しくはぜひ本
をご覧になってください.
最近, 大学でも, オサムシを生態学や進化学の研究材料にする若い人が少しずつでてきました.
私も本格的中年になって, いつまでも若造のつもりで鍬を振りかざしてばかりいるわけにいかなく
なってきたのですが, 新しい世代とはりあいながらも, まだまだ, 調べたいことがたくさんありま
すし, 実際, 日々 新しい知見が蓄積しています. 同じオサムシを扱った本でも, 「錠と鍵」と 「春夏
秋冬」 ではまるで違うという感想を評者の方や, 石川氏自身からも伺つてぃます. そんなわけで,
おそらく数年もすれば, この本の内容も完全に古びたものになってしまうでしょう (そうであるこ
とを願つてぃます) .
なお, この本は残念ながら一般書店では滅多に置いてありませんが, 私宛ご連絡いただけました
ら出版会からお送りします. 送付先と冊数を, 電子メール (seta@terra.zoo1.kyoto-u.ac.jp) , ファ ック
ス (勤務先:075-753-4100, 自宅: 075-723-7450) 等でお知らせください (著者割価格l764円. 送料
210円. ただし5冊以上の場合, 送料無料). (曾田真滋)

虫屋の広場(36)
地域別総合甲虫目録[Xml
◎区市町村単位日録・ 小地域目録(その10)
01. 岡山県備中町

・ 光枝 洋(2001), 金平国有林 (岡山県備中町) 周辺の甲虫相, 芳泉高校紀要, (15): l-32.含原色2pp
[73科,903種]

02. 束京都千代田区
・ 野村周平ら(5名)(2000), 皇居の甲虫相, 国立科学博物館専報,(36),185-255.[73科,738種]. (ハネカク
シ類とカミキリムシ科は別報として,257-286. および287-294.).

03. 大分県九重町

・ 西田光康・ 大塚健之(2000), 飯田高原と九酔峡で得られた甲虫類, 北九州の昆蟲,47(2),l41-l48. Pl.
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27. [126種].
04. 千葉県佐倉市
・ 丸山宗利ら(4名)(2000), 佐倉市の昆虫類, 「佐倉市自然環境調査報告書m,動物部門」  (佐倉市環境
保全課),239-326. PL 7. コウチュウ日:258-301.323-326. [75科,1024種].

05. 島根県松江市

・ 淀江賢一郎ら(5名)(2000), 松江市円木池とその周辺の昆虫類, ホシザキグリー ン財団研究報告,
(4), l61-192. コウチュウ日:176-l81. [40科,188種].

06. 愛媛県小田町

・ 小田町(2000), 「小田深山の自然,n」 ,1256PP.(全巻昆虫類).甲虫類: 山本栄治ら(多数):215-704. [70
科, 1820種以上]( オサムシ科が不完全).

◎ 複数市町村を包含するやや広い地域の 目録

01 . 京都府南部
・ 高橋敞(2001), 京都府南部の甲虫:2001. 関西甲虫談話会資料, (17), l-60. [1500余種](全種データ
付き).
著者の30年間に亘る採集品が纏められ, 高い山が存在しない京都府南部地域の甲虫ファウナを
語る上では欠かせない後世に残る目録である. 掲載誌は一般的でないが, l20円を越えない額の郵
便切手500円分(郵送料込み) を添えて著者に申し込めば, 入手できる.

◎  都道府県単位日録

01. 神奈川県

・ 平野幸彦(2001), 続・ 神奈川の甲虫XX, 神奈川虫報,(133),55-64. [+60種]. (合計)[3970種].
20世紀中に4000種達成はできなかったようであるが, 驚異的なべ一 スで総種数が增加しており,
今年か来年には目標に届きそうな勢いである. 編集子(水野) も京都府の甲虫目録作成に荷担してい
るが, 京都府の総種数が現在3400種にやっと到達したところなので, この数値の持つ重みがよく
実感できる.

02. 岡山県

・ 山地治(1999-2001), 岡山県から採集した甲虫類の記録, すずむし, (l34), l7-l8. [15種]. (l35),10-
12. [29種]. (l36),42-48. [15科,146種].
岡山県の甲虫目録は, 山地治(1997)により2732種が纏められたが, その後の追加が「すずむし」
誌上などに発表されてきて, ついにこの度3000種に到達した由. 府県単位の甲虫日録は3000種と
いう日安が常識化する傾向となってきた. これを大きく割り込む府県は今後遅れるほどに発表し
づらくなることが日に見えてきたので, 大阪府のように手際良く発行してしまうのが賢明であろ
つ・

(水野弘造)

会 報

3月例会 (2001 年) の報告
当会の21世紀最初の集いとなる春季例会が, 2001 年3月25 日, 大阪市立自然史博物館で開かれた
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一部, 記帳がなくて氏名が判明しない方もあるが, わかっているだけで28名の会員が集ま り, 関東
からも参加者があった. 午後l時より開会し, 会務報告が行われた. そのなかで, 日本鞘翅学会と合
同で開催される採集会 (7月28-29日, 御座石鉱泉) について, 参加の呼びかけがあった. また,
佐々 治会長退官記念誌の進行状況の報告も行われ, かなりボリュームがあり, お得な1冊になるとの
こと であった.
続いて, 林成多氏 (三田市教育委員会) の 「日本列島の甲虫相形成史を探る一現世および化石の
ネクイハムシ亜科を材料として一」 と題する講演が行われた. 昨今はオサムシなどでDNAを使った
解析が行われ, 系統や進化を見てぃくうえで大きな成果がもたらされているが, 旧来からの手法で
ある現世種と化石を材料にしての話にも説得力が感じられ, わかりゃすぃものであった. ネクイハ
ムシも魅力的な甲虫であることを, 改めて感じさせられた. 質疑応答も活発で, 話題に対する関心
の高さが窺われた. その後, 参加者が円座になって一人一話に移行. なごやかな雰囲気のなか, 雑
多な話題が提供された. 閉会後, 天王寺の台湾料理店 「阿里山」 で懇親会が行われた. アルコール
が入るにつれ, 甲虫学会の面々 が囲むテーブルは盛り上がりを見せていつたのは言うまでもない.
次回の例会は, 同所で9月30日に予定されている.

春沢圭太郎 林 成多 林 端彦 離倉正人 保科英人 伊藤 昇 伊藤建夫 稲畑意昭 市橋 南 河上i g子 岸井 尚

北山健司 水野弘造 中川邦隆 中川 護 生川展行 野村英世 大石久志 初宿成彦 曾田貞滋 田中 勇 田中昭太郎

田中敏明 谷角素彦 IE永 修 山本博子 横関秀行 吉田正隆 [出席者 (アルファペット順) ]
(谷角素彦)

会費納入のお願い

本学会の会費は前納制です. 会員各位の会費納入状況は封筒の宛名の下に記入してあります.
2001年度 (第56巻分) 会費5000円を未納の方には振替用紙を同封させていただきましたので, 早
急にお納め下さい. また, 従来発行していました領収書 (会員証) は事務処理の軽減と経費節約
のため今後は発行しませんが, 必要な方はその旨御連絡下さい.  したがって, 振替用紙の控は領
収書として保存願います. 会費について何か不明な点がありましたら, 会計 (野村英世) まで御
連絡下さい. (運営委員会)

発 行 : 2001. 06. 20. 日本甲虫学会 (会長 佐々 治寛之)
(本部) 〒546_0034  大阪市東住吉区長居公園 l-23  大阪市立自然史博物館・ 昆虫研究室気付
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